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海外教科書制度調査研究報告書（2025年版） 

南アフリカ共和国 

国の概要 

面積 1,220,000 km² 

人口 6,203 万人（2022 年：世界銀行） 

首都 プレトリア 

教育行政組織  

 国 基礎教育省 

 地方 州（9 州）と地方教育事務所（89） 

教育課程基準 Curriculum and Assessment Policy Statement (CAPS) 

教科書制度  

 教科書の定義 
特に法律で定義されたものはない。「学習教授支援材」（LTSM）の一つに含ま

れる。 

 発行主体 民間の教科書会社，NGO などが自由に発行できる。 

 
国定，検定，認

定などの制度 

検定制度。教科書審査委員会で必要要件を満たしたと認定された教科書は基

礎教育省の発行する教科書目録(National Catalogue)に登録される。基礎教育

省が著作権を持つ教科書も作られている。義務教育段階を対象に基礎教育省

の作成した無料のワークブックが学校に配布されている。 

 
採択・選定など

の制度 

各学校が教科書目録から各教科で使用する教科書を選定する。選定した教科

書を必要部数購入するのに必要な予算を州教育省に届ける。州が購入・配布

する学校と，学校管理委員会(SGB)が直接発注する場合とがある。 

 使用義務の有無 法的使用義務はない。 

 有償・無償 

無償。多くの学校は州教育省を通して購入するが，予算不足等で全員に行き

届かないこともある。子どもの教育サービスを充実させるために，授業料を

徴収してもよいことになっているが，全国の学校の過半数は授業料不徴収学

校である。 

 給与・貸与 貸与 

 教科書の特色 

11 公用語に対応するため，低学年では教科書の種類が多い。教科書の記述は

内容の正確さとともに，人種的平等への配慮が重視される。基礎教育省の作

成したワークブックはフルカラー。 

デジタル教科書の状況 

南アフリカ政府は 2025 年までに公立学校のデジタル化を優先政策とし，ICT
インフラ整備とデジタル教科書（e-textbooks）の段階的導入を進めている。

基礎教育省（DBE）は「Digital Learning Platform（DLP）」を中心に，4～9 年

生向けの電子教科書や学習支援教材を提供しており，理数科を中心にオンラ

イン教材の利用が拡大している。これらは国家リテラシー戦略（2024–2030）
や BELA 法（2024 年）に基づく教育改革の一環である。2025 年時点で，DLP
は全国公立校の約 43％に導入され，45 万台超の端末が配備された。農村部

では電力・通信環境や端末不足などの制約が依然大きく，導入格差が課題と

なっている。教材の地域適合性や教師研修の不足も障壁として指摘される。

DBE は通信事業者や民間財団との公私連携（PPP）を強化し，接続性の改善

や盗難防止策を進めている。 
 


